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今後は、市庁舎建設基本計画の策定や、新庁舎建設の進捗状況につい
て、引き続き、このかわら版でお伝えします。
また、市のホームページにおいても、庁舎建設に関する情報を随時更新

しますので、ご覧ください。（本紙上のＱＲコードからもご覧になれます）。
■市ホームページのアドレス http://www.city.fuchu.tokyo.jp

＜お問い合わせ＞
府中市政策総務部政策課庁舎建設担当
TEL 042-335-4129（内線3681）

FAX 042-366-7752
E-mail kikaku05@city.fuchu.tokyo.jp

執務環境調査は、現庁舎における備品や書類などの数量、各部署における会議や業務関連度の実態を把握するための調査で、
新庁舎建設に向けて、効率的な執務レイアウトの分析を行うために必要な調査と考えています。この度、この執務環境調査の
委託事業者が決定し、１２月から本格的に作業が始まります。
具体的には、各部署における備品の数や大きさ、書類の量などに加え、会議が何人でどのくらいの頻度で開催されるか、各

部署の業務の関連度がどのくらいかなどについて、調査員による現地調査や、市の職員に対するアンケート調査のほか、関係
職員へのヒアリングを行います。また、モデル部署を設定し、一定の文書削減基準に基づいて、どれぐらい文書を削減できる
かについても検証を行います。
これらの調査結果をもとに、各部署の執務室、書庫、倉庫、会議室の数や大きさについて適正な面積を検証し、執務環境整

備や文書管理に係る基本方針等を策定し、今後の
庁舎の設計に反映させていきます。

執務環境調査を行います！
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現庁舎は、文書管理方法が要因となっている
執務空間の狭あい化やセキュリティの不備など、
執務環境に対する多くの課題を有しています。
これらの課題を解決するため、現状を把握し、

職員が効率的で働きやすい執務環境になれば、
業務効率の向上や効率的な会議室運営へと繋が
り、最終的に市民サービスの質の向上へと繋が
ると考えられます。また、整頓された庁舎にな
ることで、市民の皆様も気持ちよく利用するこ
とができると考えています。

基本計画案の作成に向けて、たくさんのご意見をいただきました！
これまでのかわら版でも紹介してきたように、新庁舎の建設に向けては、市議会、市民検討

協議会及び職員検討会などから、それぞれの視点で考えた理想の庁舎像についてご意見をいた
だきました。
この他にも、新庁舎をだれもが使いやすい施設とするため、高齢者や障害者の視点から新庁

舎におけるユニバーサルデザインの必要性や普段の活動を通じて気づくことなどについて、老
人クラブや障害者福祉団体にアンケート調査を行いました。
老人クラブから多く寄せられた意見としては、高齢者でもわかりやすい案内表示の設置や関

連する部署を同じフロアに配置するなど、目的場所までのスムーズな導線に関するものがあり
ました。また、障害者福祉団体からは、駐車場や窓口のレイアウトを車いす利用者にとって使
いやすい造りにすることや障害者が使いやすい専用トイレの設置など、ユニバーサルデザイン
の採用に関するものについて多く意見がありました。
こうした意見は、庁舎建設を進めるうえで大変重要なものであることから、今後、設計を進

める段階において、改めて、関係団体から具体的なご意見を聞く機会を設ける予定です。
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■平成26年12月中旬

市庁舎建設特別委員会に報告

■平成26年12月15日～翌年1月16日

基本計画案を公表し、パブリックコメ
ントを募集

■平成26年12月下旬

広報ふちゅう新庁舎特別号（第1号）
を発行 ※意見提出用はがき付き

■平成27年1月上旬

市民説明会を開催

■平成27年2月

府中市庁舎建設基本計画を策定

before

事前に各部署の必要な面積を検証
しておくことで、適正な執務空間を確
保でき、整った印象に！

書類や備品により窮屈な執務スペー
スとなり、快適な執務空間とは言いづ
らい…


